中毒症状情報提供書
	条例第１０条第１項
　　　医療法（昭和23年法律第205号）第1条の5第1項に規定する病院及び同条第2項
に規定する診療所の医師は、診察の結果受診者が第2条第7号に掲げる薬物を吸入、吸引、摂取その他の方法により身体に使用したことによる中毒症状を呈する者で
あると診断したときは、その症状その他規則で定める情報を知事に提供するもの
とする。
条例第１０条第２項

　　薬事法第2条第11項に規定する薬局の薬剤師は、前項に規定する中毒症状に関
する情報を得たときは、その症状その他規則で定める情報を知事に提供するもの
とする。
　条例施行規則第３条
条例第10条第1項及び第2項に規定する規則で定める情報は、次の各号に掲げる
情報とする。
（1）使用した薬物の名称その他の当該薬物を特定できる情報
（2）中毒症状を呈する者の性別及び年代
（3）中毒症状を呈する者と診断し、又は確認した年月日
（添付書類）
 　なし

	（注意）
　１　申請書裏面の記載上の注意事項をよく読んで記入して下さい。
　２　中毒症状の情報提供は、この様式を用いなくとも行うことができます。


	 （提出部数）
　○　和歌山市内は、薬務課へ１部
　　○　和歌山市外は、所轄の県立保健所（支所）へ１部




